
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在フランクフルト日本国総領事館 総領事 重枝氏講演会を開催  

東大和市の国際交流の第一歩がスタート。 

■3年前からのご縁を議員有志で形に 
 

…8 月 11 日、市議会の超党派議員有志 5 名（中村正一
郎、二宮由子、押本修、根岸聡彦、和地仁美：敬称略）
の主催で、在フランクフルト日本国総領事館 総領事 
重枝氏を講師としてお招きし、『国際交流を通じての東
大和市の活性化と発展』というテーマでの講演会を開催
しました。この講演会は東大和市、東大和市教育委員会
にご後援くださり、当日は市長、副市長、教育長をはじ
め、市議会議員、市内の各種団体で活躍されている皆様
40名余に出席いただくことができました 

…今回の講演会開催は、前市議会議長が全国市議会議長
会で重枝氏とお会いし、国際交流について意見交換をし
たことがきっかけです。その後、重枝氏は年に 1度の帰
国の際、ご多忙にも関わらず２年前より毎年、当市を訪
れ国際交流の可能性について市当局に情報提供をして
くださっていました。 

…グローバル社会となった現在、全国には他国自治体と
の交流を望み、その方法を模索している自治体が多くあ
ります。また、東大和市の近隣自治体においても既に国
際交流を実施しているところが多い中、東大和市はまだ
実現化できていません。このような状況の中、重枝氏と
のご縁は、今後の東大和市の国際交流においては大きな
強みとなりますが、市当局としては、他に優先すべき課
題が多く、なかなか取り組めない状況となっています。 

…国際交流というと『友好都市締結』が頭に浮かびます
が、実際には、民間での交流からスタートしている例も
多くあります。そこで、3年前からのご縁を無駄にする
ことがないよう、押本議員が重枝氏とメールによるコン
タクトを継続。今年２月に重枝氏より日本と交流をおこ
なっている、また日本に興味のあるドイツ自治体と現地
にて情報交換をする機会をアレンジしたとのお声がけ
をいただき、国際交流が市の発展に繋がると考える議員
有志 5名が自費にて現地を訪問。そこで得た情報、国際
交流がもたらす市の発展についての考えを市内で共有
したく、今回の講演会を開催するに至りました。 
 

■国際交流がもたらす市の活性化とは 
 

…重枝氏は総領事としての本来の業務＝現地の日本人
の保護や外交業務だけにとどまらず、日本人の良さであ
る国民性や文化を伝えること、特に地方都市の発展のた
めに、現地で精力的に動かれている方です。その総領事
の講演では、日本人の国民性がドイツ人と合っているお
話から始まり、現在のヨーロッパの情勢並びに世界の中 

 

 

 

での日本の位置付の変化など多岐に渡るものでした。 

…国際交流と言って頭に浮かぶものとしては、子供たち
の交換留学がありますが、実際には教育面だけではなく
文化面、産業面などの交流を行なっている自治体も多く
あります。特に昨今の国際交流は産業、経済面での交流
を視野に入れているものが多く、ドイツ自治体でアジア
の国と交流したいという場合、発展が見込まれる中国と
の交流を望む自治体も多いとのことです。しかし、その
価値観の大きな違いにより、話が最後まで到達する例は
少ないとのこと。最終的には上記のとおり、国民性の近
い日本との交流を望むドイツ自治体が多いということ
が実情のようです。 

…また、今回の講演には重枝氏のお取り計らいにより、
欧州に日本酒を広める活動をされている手島麻紀子氏
の講演も実現。国内で需要の減っている日本酒の魅力を
伝えることを通して、日本食、日本文化を伝える活動を
民間レベルで行なっている実例を示していただけまし
た。この日本酒の可能性は、東大和市の名産である狭山
茶の可能性にもつながります。現在、緑茶はドイツで人
気があがっており、日本からの輸出量もドイツは増加し
ています。しかし、ドイツでは本物の日本茶は手に入り
づらく、中国産のお茶が緑茶とされ販売されているとの
こと。まだ、需要に供給量が追いついていない状況です。
ペットボトルのお茶におされ気味の茶葉の販売も、国際
交流をきかっけに販路が拡大できる可能性もあります。
また、新たな価値観に触れることで、自分たちの強みに
気付き、国内でのビジネスのヒントを得る可能性も期待
できます。 
 

■広い視野をもつことの大切さ 
 

…今回の講演会では『世界の中の日本（東大和市）』『世
界を知ることでわかる日本文化の大切さ』『国際交流に
よる町の活性化の可能性』を参加者全員で再認識できた
と感じました。海外旅行が珍しくない現在ですが、国際
交流という形で他国と関わることで得られることは個
人旅行とは全く違うものです。未来を担う子供たちに広
い視野を持ってもらうことの足がかりにするだけでな
く、大人も広い視野を持つことにより様々な気付きがあ
ると考えます。 

…市にとって必要だと思うこと全てを行政に任せず、民
間レベルでスタートすることは大切です。それを実現す
るために汗をかくことも議員の仕事の一つだと思いま
す。小さな第一歩となった講演会ですが、これからも地
道に続け、市の活性化の一助につなげたいと思います。 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  
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